



















































































































































おいて行われ（2013年 2月）、合計 39名（N ＝
39）からのデータが収集された。参加者の性別
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地域コミュニティにおけるプログラム評価の準備性向上
は男性（N ＝ 13）、女性（N ＝ 23）、不明（N ＝
3）であり、年齢は 50代（N ＝ 1）、60代（N ＝








































































である（例：Dunn, McCarthy, Baker, Halonen, 
& Hill, 2007）。各記述を表 2および表 3に提示し
た（詳しくは、安田，2013a 参照）。
















































































































 合計 100%  合計 100% 
る（1点）」状況に関して記された各基準への回
答が求められた。回答者は男性（9名）、女性（27名）








＝ 3.03; SD ＝ .60）、クロンバックのα係数
（Cronbach’s alpha）は .75と算出された。
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地域コミュニティにおけるプログラム評価の準備性向上
表 2：健康増進プログラムのベンチマーク（安田 , 2013a , pp.34-35 を若干修正）
 












































































































































































































表 3：健康増進プログラムのベンチマーク（安田 , 2013a, pp.34-35 を若干修正）
 








































































































































































項目 M S.D. ベンチマークに基づく近似記述 
1. 指導者自身の健康づくり 3.06 0.94 指導者自身の健康状態が良好で，活動に積極的に取り組んでいる。
2. 仲間との健康づくり 3.14 0.73 仲間と一緒に健康づくりをすることの意義や重要性を理解し取り
組めている。 
3. 指導力の向上 2.80 0.87 健康づくりを行う上での指導力は，満足いく水準である。 
4. 実施環境 2.97 0.76 活動場所の確保は大体うまくいっている。 






7. 他者の尊重 2.91 0.70 活動において，ある特定のスタッフだけでなく，多くのスタッフ
や参加者の意見（考え）が取り入れられている。 
8. 楽しい活動 2.92 0.81 スタッフ，参加者ともに良い雰囲気で活動が行われているため，
楽しい活動となっている。 
9. 参加状況・主体的参加 2.81 0.79 活動の参加状況は良好であり，かつ参加者も自分から積極的に参
加してくる人が多い。 





12. 地域住民の健康の維持 2.80 0.80 活動が参加者の身体面・精神面・社会面のすべての側面において
貢献できている。 
13. 閉じこもり予防 2.15 0.80 普段，家で過ごすことが多い人が徐々に活動に参加してきている。
14. 仲間意識・信頼関係の構築 2.64 0.90 活動があることにより，参加者どうしのつながりが常に維持・強
化できている。 
15. 魅力あるまちづくり 2.82 0.85 この活動があるおかげで魅力あるまちづくりができていると言え
る。 
16. 地域の活性化 2.67 0.82 活動が確実に地域の発展や活性化に役立っていると言える。 
17. 地域での PR 2.36 0.65 徐々にではあるが，活動の存在が地域に知られてきている。 
18. 地域全体の疾病予防 2.79 0.60 地域全体の健康や病気の予防を意識した活動が行われている。 
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